
p  0  … 2  … 

)(pf    － 0 ＋ 

)(pf      

 

1993 年京大理□1  

)0(),( 000 xyxA とする。対称性より、 ),( 00 yxB  となる。 
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したがって、 00 y のとき、 Aにおける接線 l は 
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)(pf の増減は右の通り。 )(pf が最小のとき、 )(pS も最小であるから、 

求める p は 2 p  ……(答) 

x

y

p P

AB

0 11

122  yx


